







ピス トの留意 した点にっいて検討 した。面接プロセスでは、初期においては、虐待を症状の一つととら
え、それには触れない とい う配慮が必要であり、怒 り、抑 うつ、依存を背景にした不安定への対応に重
きが置かれた。また、,被虐待児を 「隠れたクライエント」と位置づけ、セラピス トと母親が治療同盟を
形成することが目標 となった。-中期では、扱 うべき主たる課題 を罪責主題に置き、クライエン トの免罪
のために加害者から被害者認識への心理的転換を目指 したbそ して、.母親 自身が,「"ふつ ゲ のお母 さん」
を模索 し始めた・時、面接は後半へと向かい、孤独感への洞察を経て終結に至った。孤独を受容 して初め
て効果的な社会資源の利用が可能となった。なお、セラピス トには、家族を協力者 として見立てること、
母親の子 どもに対する心理的距離へのアセスメン トを継続すること、.セラピス ト自らの家族状況を洞察
すること、そして、医療から社会へ繋ぐネッ トワrカー機能を果たすことなどが求め られた。
キー ・ワー ド:虐 待す る母親 、心理面接、罪責主題
1.は じめに
幼児虐待 は、Kempβら(1962)のBatteredchild
syndrome(被虐待児症候群)の 報告以来 、欧米 に
とどま らず わが国 にお いて も大 きな社 会問題 と し
て取 り上 げ られて きた。そこでの問題 の根深 さは、
深 津(1998・2001)や水越(1999)の指摘 にある
よ うに、虐 待者 自身 が過去 に虐待 を受けた経験 を
持 ち、 それ を子供 に対 して 立場 を代 えて繰 り返 し
て しま うとい う世代間伝達 、あるいは連鎖 にあ る。











































































4)心 理面接 の経過S子 ・家族 「」、Th〈〉で示
す
第1期(#1-11)X年9月 一X+1年3月:A病
院精神 神経科外来。 自暴 自棄な時期
「も うど うで もいい、・主人 も家庭 も理想 とは全
然違 って いた。 死んで楽にな りたい.(#1)」'と、
面接 ではすべ てに投げや りな態度が示 され る。結
婚 につ いては 「19歳で夫 と出会い、24歳でできち
ゃった結婚 した」とい う。次の面接 はキャンセル。
その3日 後、母親 よ り 「カ ミソリを振 り回 して い
る」 との連 絡が入 り当院救急外 来受 診。 さらに翌
日、薬 のま とめ飲みで再び救急外来受診 した。「タ
バ コ止 め られない し、手首 を切れ ば入院 で きるか
な と思 った(#2)」 と、机 に顔 を埋 めて、その ど
うに もな らな さを訴 え る。母親:「ただ死にたい死
にたいそれ ばか り。 孫や私 を蹴飛 ば した りして、
も う面倒 見 られ ませ ん」 と家族側 も入院 を希 望。
Thとしても身体 管理 、避難場所の確保、子 どもの
安 全のために入院の適用 と考 えて・いた。ところが、
#3「気持 ちが吹 っ切れ た。安 らぎが出てきた。今
デ ザイ ン関係 の仕事 を考えてい る」 と、前回 の面
接 とは一 転 して明 るい。<← 今 は新 しい行動 は控
えるこ と〉 「主人 とは もうや っていけません。母
子教室み たいな所 で子 ども と二人 でやってい きた
い(#4)」 「子 どもの ことを考 えると切 な くなる、
で も食欲 は前 よ りも出 てきま した(#5)」 と、一
応の落 ち着 きは認 めた もの の、夫婦 の問題 は棚上
げ して い乱 一方で子 どもの安全 は保 たれてい る
と判断 した。#6「ずっ と泣 き どお しだ った。夫 と
は うまくや っていけな い。 私 に専業 主婦 は無理」
と諦めた よ うに苦笑。さらに、「とき どきふ と寂 し
くな る」と突然 の虚無感 につ いて語 る。#7「タバ
コを立て続 けに13 、4本吸って しま う。寂 しい、
暖かいぬ くも りが ほ しい」と泣 き じゃくる。Thは、
戸惑いつつ も何 とか応対 していた。 母親:「(諦 め
口調 で)正 直言 ってあの夫婦は ダメだ と思 う」bそ
の1週 間後、薬の まとめ飲み を して、結 局、夫 と
子 どもの元へ一 時帰宅す る ことにな った。す る と、
一転 して、#8「(明 る く)娘 の成長 を見 てびっ く
り、成長 が楽 しみ です。今 までイ ライ ラ して真 っ
暗だ った けど、母親 としての 自覚 も出て きたかな。
産む前は育児書 を暗記 する くらい頑 張 り過 ぎてい
た。育児 リス ト作 った りして ・・。 〈ほ どほ どで
い きま しょ う〉そ うですね、自然体 が一番難 しい。
どこで手 を抜 くか がわ か らない」 と前向 きな発言
が聞かれ た。 さらに、夫か らも 「この5日 間本当
にいいお母 さんだ った。今後私 たち3人 で暮 らし
たいけ どど うで しょ うか?」 と、S子 へ の評価 は
高 いaThか ら夫に協力者 として重要 な存 在であ る
こ とを伝 える。 ところが、その後、#9「イ ライ ラ
して吐い て しま う」、#10「どうしていいかわか ら
な い。子 どもを傷 つけて も何 に も気持 ちが湧 いて
こない。 自分 で娘 に した よ うに 自分の手 を噛 んだ
り、喉に指突 っ込 んで吐いてい る。 いっそ死 んだ
方がいい」 と一転 して 自暴 自棄 とな り、面接 中に
指 を喉に入れて吐 こ うとす る。Thはただ側 にいる
しか手だてが無い とい う強 い無力感 に襲 われ、外
来では これ以上無理か な と感 じる。 この時期 、主
治医によ る薬物療法が強化 され た。#11「何 がな
んだかわか らない、 どれが本 当の私 なのか、 とに
か くイライ ラ して しま う。入院 した いけ ど先 生 と
は離れ た くない」。夫:「 どん どん悪化 してい る、
私や娘 にかみついて くる。 とにかく今の 状態 では
どうしよ うもないので どこか入院先探 してほ しい。
た だ、先生 との関係 は切 りた くない」 と入院 希望
が 強い。子 どもへの虐 待増長 してお り、結局3日
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後、外来から精神科病棟へ入院となった。
以上、第1期 では、 自暴 自棄な態度 と自殺企図
に終始振り回されながらも、Thは、聴 くことをべ
一スに してS子 の不安定な言動にその都度応対 し
ていくことで何とか難局を乗 り切ろ うとしていた。
同時に、無力感と 「おいおいしっか りしろよ」的


























して、子どもにも同じことを して しまう怖 さがあ
るという。<お 母さんになったときの感じって?

































































































うしてもタバ コ3箱吸って しま う。〈子 どもに対
しては最近 どう?〉きの う折橿 して しまった。子
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どもをつね る と楽 になる。 タバ コ吸 っていない と
イ ライ ラ して周 りに当た って しま う。 〈 自分 をい
じめ てい るみ たい?〉 わか んない(#27)」。夫:「悪
循環です。 タバ コ買って こい と言 って暴れれ る し
買 って きた らど う して買 っ て きた の か って怒 る
し」 と、自虐 的なタバ コ吸飲 が続 く。背景 に孤独
感に 由来す る抑 うつ心性 の存在を伺 わせた。 この
面接の翌 日、多量服薬 して救急外来受診 し胃洗浄
を受 ける。#28「タバ コ止 め られ ない、も う嫌 ・・。
薬飲ん で止 めたい。先 生ニ コ レッ ト下 さい。 ど う
せ先生 にはわか らないですよ!タ バ コ以外 のイ ラ
イ ラは ないです!〈 最 近子 どもとは?〉 昨 日一緒
にお風 呂に入 った りして、可愛 い と思え る」。この
時期、盛ん にニコ レッ ト・(噛みタバ コ)を 要求 し
て きたた め、主治 医 と相談 してニ コ レッ トの使用
を考慮。そ の後、家 で大声 を出 して暴れたため隣
人が警察 を呼ぶ とい う事件 が起 こる。 さらにその
翌 日、A病 院外来待合 い室 で暴れ、そのま ま、Th
の外勤先のC病 院に緊急入院 となった。 夫:「待
つつ も りです 、、離婚 は考 えていない です けど、C
病院 には半年 く らいは入院 していて欲 しい」 〈←
夫のあなたは最大の協力者です 〉。
以上、第3期 では、初期 に見 られた不安定 さが
再燃 した。 もっぱ ら訴 えは 「タバ コ吸飲」であ る
が、子 どもへ の虐待 を含 めて 自罰 、他罰への対応
に苦慮 した時期で あった。
第4期(#29-38)X+1年10月 一X+2年1
月:C病 院(250床 の単科 精神 病院)入 院 中。
ふつ う探 しと荷お ろ しの時期
「(ぶ然 として)早 く退院 したい、ここは合わ な
い。私 は退 院 して仕 事 さえす れば落ち着 くんです。
ニ コレ ッ トはも う諦 めま した。 〈子 どもに戻 った
よ うで したね 〉そ う、だだっ子にな って しまった
(#29)」と、一時的に極度 に退行 しZし ま うこ と
はS子 な りに 自覚 している。その後、「本当は借金
がある(#30)」とぽつ りと語 り、過 去3回 の借金
につ いて吐露 す る。夫 には知 られ た くないと言 う
ものの、この面接を契機 に、「タバ コの数 も減 った
し、早 く退院 させ て下 さい。主人か ら電話が来 る
のだけが楽 しみ です(#31)」と表情 は明る くなっ
た。#32で は 「最近の心配は、夫婦 の ことと自分
で子 どもの面倒 を見 られ るか ってこ と。ふつ うの
夫婦生活 でき るかな。 〈面会で子 どもはど うだ っ
た?〉 お喋 りがで きていてび っく りした。子 ども
の前 でタバ コ吸いた くない。先生 タバ コ止め られ
ますか?こ れ か ら幼稚 園のお弁 当も作 らなくちゃ
いけない し ・・〈心配?〉 心配 です。今 、自信な
い。ふつ うにでき るか しら?<ふ つ うって何だ ろ
うね 〉ふつ うのお母 さんってい.うの がわか らない
んです。 〈ゆっ くり探 してい こ う〉」 と、S子 は
素直 に、 その心配 を ことばに して、 同時 にお母 さ
んの`ふ つ う'に ついて探 し始 めた。 ここに きて
よ うや くその荷 を降ろてい るよ うで あった。#33
「今は子 ども と一 緒に生活 してふつ うの家庭 を築
きたい とい うのが夢。禁煙 したい けどだめ(笑)、
で も前 よ りはふつ うに吸えます」 と嬉 しそ うに答
えた。 さ らに 「誰 かにわか って欲 しいけど、何 を
わか って欲 しいかはわか らない、本 当は父親 に甘
えてみた い。 主人 は`お ま えの保護者 ではない'
と言 うし、 とにか く甘 えたい、 ほめ て欲 しいんで
す、先生 といる と不思議にホ ッとす る」 と語 る。
#34「〈外 泊での子 どもの こと〉(嬉 しそ うに)
ちゅっちゅ していた。 子 どもに は可愛 いと思 える
けど、主人が心配。(曇り顔 で)離 婚 され ないか な
とか考 えて しま う」。#35「私のモヤモヤは借金の
こと。そ のこ とを主人に知 られ るの が怖い。 ある
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れまで子 どもを見 られるか どうかそれが心配で
す」 と、退院後の現実的不安を語る。#37「とに























「とにか くも う一度や り直 したい。で も私一人
では無理なので子 どもは保 育園に預ける ことに し
ま した。 少 し楽 しよ うと思 って ・・。 〈幼稚園 よ
りもいいか も〉私そ う言 えばず っ と孤独 だった。
一人 はつ らいのでアルバイ トで外 に出てみ る。 〈
お金 も稼 げる しね>B市 でや り直 します(#39)」
と将来 の抱負 を語 る。 そ して母親 につ いて 「お母
さん には感謝 しているけ ど、い ろい ろ複雑 な気持
ちですね 、離れ るこ とが ・・、でも私 の家 はB市
ですか ら(#40)」。その後 、B市で生活 を始 める。
また、D精 神科 ク リニ ックにつなげ るこ とに成功
し、電話 で次 回をもってThと の治療終結 に合意 し
た。そ して、最終回(#41)、「何 とかや ってい ま
す 。仕事 に出てい るの がいいみ たい。保 健所に も
行 って保 健婦 さん と会 ってきま した。<新 しい出
発 ですね!〉 」
以上、第5期 では、以前 に失敗 した医療機 関へ
の リファーを再度固め るこ とを意識 して終結 に至
った。
そ して、最終回か ら3年9カ 月後(X+5年11
月)、本事例報告 に伴 う経過確認 の電話 にて、 「わ
一 、先生 です か、元気 でや ってます。今 で もDク
リニ ックで月一回薬だ けもらってます。 でも 自分
で調節 して飲 んでい る。保育園 では、パパ 、パパ
だ ったけ ど、1年 生にな って、ママ 、マ マ と来 る
よ うになったんです よ。あの時 とは全然違 います。
娘 は今 こ こで絵描 いた りしてい る、 スイ ミングに
も行 っているんです。 主人は太 っちゃって、私 も
仕事:している」。Thには電話の向 こ うで`ふ っ う'











たが って、 この段 階では、セ ラ ピス トは、虐待 は
一つの症状 に過 ぎない と考 え、決 して虐待の是非
にはふれ ない こ とに留意 した。
ところで、illnessからcasenessへの過程 にお
いて、そ の訴 えは2転3転 した。面接 のキャンセ
ル、多量服薬 による 自殺企 図も複数 回に及ん だか
1)不安 定へ の対応一illnessからcasenessヘー
西 澤(1994)は、虐待傾 向のある親 に対す る心
理治療 の入 り口の問題 として治療場 面に強い怒 り
が表 れ ることを指摘 したが、S子 の場合 、怒 りや
抵抗 を直接的に表現す る代 わ りに 「も うど うで も
いい(#1)」 「机 に顔 を埋め る態度(#2)」 「寂 し
い ・ぬ くも りがほ しい(#7)」 となって表れ、セ
ラピス トはそ こに強い依存欲 求をかいま見ていた。
それ らは これまでのS子 の生 き辛 さを物語 ってお
り、その生 き辛 さの結果 としてわが子への虐待が
顕在 化 した もの と考 えられた。
また、本例 は、境界型人格 障害の病態 を呈 して
お り、面接 当初、 自殺企 図を中心 と したア クテ ィ
ングア ウ トを繰 り返 し、セ ラ ピス トはその対応に
追われた。虐待 とい う事象 を持ち込んだ クライエ
ン トを医療 とい うレール に乗せ る場合、そ こには
多大な労力がセ ラ ピス ト、ク ライエ ン ト双方に必
要 とされ る。それ は、illnessからcasenessの過
程に生 じる:葛藤へ の対応 に費やす労力で ある。多
くの場合、 クライ エン トはその虐待に問題 は感 じ
ていて も虐待 を止 めるためにセ ラピー を受 ける と


















クライエ ントと 「同盟」を結ぶ という意図が流れ
ていた。#13で応答 したセ・ラピス トの 「子どもの
ためにも入院に専念 しよう」 とい う発言はその一
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っの表れである。虐待 とい う事象を共通の取 り組
むべき対象 として、S子 とセラピス トが共にそれ
に挑む とい う構造を作ることによって、S子 の抱




意識 してお り、本事例の長女はもう一人の 「隠れ
たクライエント」と呼べる存在である。「隠れたク





子どもに対 してどのような認識 と感情を有 してい
るのかへのアセスメン トは一貫 して続けられた。
ただ し、セ ラピス トの、長女への関心が逆にクラ








験す ると述べた。 これは、第1期 にセラピス トが
自覚 していた 「怒 りの感情」に表れている。
第2期 では、「隠れたクライエン ト」である長女
をセ ラピス トの3男 とダブらせていた。同一化機
制 とい う点では、夫へも同様の機制が働いてお り、
#17でのクライエ ン トの唐突 とも思える不倫願
望は、セラピス トへの恋愛性転移をベースにして
いるものと考えられた。そして、セラピス トはそ
の ことに気づ きなが らもあえて言語 化 を避 けた。
とい うよ りも避 けざるを得 なかった。すなわ ち、
父親 、同時に夫 と しての役割 を果 た していない と
い う負 い 目がセ ラピス トを直面化 回避 へ と向かわ
せ たのであ る。 ここで 明 らかなご とは、虐待 に関
わる家族 に接 す るときには、セ ラ ピス ト自身 の家
族像 が心象風 景 と して描写 され る とい うことであ
ろ う。少 な くとも、筆者 にとっては、 自分 の子育
て体験がS子 への中立性 を脅か した ことは確 かで
ある。深津(1998)は、「治療者 との間で生 じる 亀
虐 待す る母親'転 移 、お よび、そ こに巻 き込 まれ
た治療者 の逆転移 がTh.の行動化 を生 じ易 い。つ
ま り、治療場面 で子 どもを虐 待す る母親 の話 を聞
いてい るTh.は、虐待 され る子 どもに同一化 した
逆転移 が生 じる。そ の時、Th.の患者 自身への情緒
応答性 は悪 くなる」 と明示 した。 すなわ ち、・治療
関係 の形 成において、Th自らの家族 関係 の洞察 は
不可避 的な主題 なので ある。
ところで、幸 い に してS子 の実母 によって子 ど
もの安全 は保 たれ てお り、終始 その協力 を得 るこ
とになる。一方 、S子 の子 どもへの認 識は、 「自暴
自棄(#1)」 「諦 め(#6)」 「喜 び(#12)」「気が
か り 為不 安(#13、18)」「イ ライラ(#27)」「心
配 ・自信 のな さ(#32)」「希望(#34)」「期 待 と
心配(#38)」 といった過 程を錯綜 しなが ら、'「私











































罪悪感は 「抑 うつ的罪悪感」 として現実吟味を伴
った自責の感情として味わえることができる。そ
こでは、1対象への償いや修復、思いや りといった























するセラピス トの 「あなたも辛いはず」とい う応
対や、「姉ちゃんにはいつも申し訳ないと思ってい
た」へのセラピス トの 「見ているあなたも大変だ
ったのに」乏 い う応対を通 じて被害者認識を強化
したポこの加害と被害の心理的転換によって罪責
一21一
か らの免 罪 を図 った。
また、S子 の 自虐 的なタバ コの強迫的吸飲行為
は、す でに心理面接 を行 う以 前か ら認 め られ、面
接が開始 されてか らも し憾 しば話題 に登場 して い
る。 後半 において、借金苦 を隠 していた ことと無
縁 でな いこ とが理解 されたが 、タバ コの訴 えに関
す る過程 は、第1期 「寂 しい(#2、7)」に萌芽 を
認 め、第2期 「苦 しいけ ど快感 がある(#16、19、
20、23)」に強ま り、第3期 「もう嫌 ・ニ コ レッ ト
くだ さい(#24、25、26、27、28)」に ピー クを迎
え、第4期 「子 どもの前で吸 いた くない ・ふつ う
に吸 えます(#29、31、32、33)」に弱 ま り、そ し
て、第5期 にはほぼ消退 した。すなわ ち、「迫害的
罪悪感」 か ら 「抑 うつ的罪悪感 」へのプ ロセス 、
お よび 、借 金苦 を含 めた罪責 主題 への洞察のプ ロ
セス とタバ コへの 固執 は相 関 してお り、 タバ コ呪
縛 か らの脱 却は、そ のまま病理 的主題 と しての罪
責感 か らの解放 を意味 してい る。'
4)ふつ う探 し一過去から未来志向へ
.第4期になって頻繁に語 られたのが 「ふつ う」
とい うことばであった。「ふつ うの夫婦生活」「ふ
つ うのお母さん」「ふつうの家庭」など、第4期 で
語 られた主題は、本人の 「ふつ うの母親」への羨







































機 に、S子 は他者からの援助に対 して積極的な関
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of abuse, and it was important to treat as an instability arising from anger, depression and 
dependence. At this time the therapists should position the abused child as another hidden client, 
with the aim of forming a therapeutic alliance with the mother. In the middle, the guilty theme 
should be the main subject for treatment. In order to obtain the mother's acquittal, it was 
expected that she would undergo a psychological shift from an assailant to a sufferer. When the 
mother began to seek a ' ordinary " mother, the process had moved into its second half. And 
after getting insight of isolation, the process was leading to an end. Only after the isolation 
was accepted, social resources could be effectively used . 
During the process, the therapist was expected to choose family as support, continually to assess 
the mother' s psychological distance from her child , to have an insight into his or her own family 
situation , and to function as networker between medical and society. 
Key words abusive mother, psychotherapy, guilty theme
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